
工学部ホ ー ム ペ ー ジ の コ ンテ ン ツ 管理方法と

w e b サ ー バ の 更新

新美 治利 ( 工 学研究科 ･ 工学部 技術部 計測 ･ 情報 シ ス テ ム グ ル
ー

プ)

は じめに

技術部 , 計&1J ･ 情報 シ ス テ ム グル ー プ で は ､ 依頼業務の 一

つ で ある 工学部 w eb サ
ー バ の 保

守
･

維持管理と工 学部ホ
ー ム ペ ー ジ の コ ン テ ン ツ作成 ･ 管理 の業務を行 っ て い る｡

グル
ー

プ で は､ 長期 (年間契約) に わた る依頼業務に対 し担当者 ( メイ ン . サブ) を決め ､

業務を担当 して い る｡ そ の 担当に つ い て も ､ 毎年更新 して い るo

以前は特定の作業者が作業を行 っ て い たが , 作業担当者を毎年更新 して い るため ､
コ ン テ

ン ツ 作成やフ ァ イ ル 管理方法を整理する必要があ っ た の で ､ 本報告 で は コ ン テ ン ツ の 管理と

w e b サ
ー バ の 更新 つ い て 報告する｡

ホ
ー ム ペ ー ジ つ い て

工学部ホ
ー

ム ペ
ー ジ は ､ 旧デザイ ン ( 図

-

1) か ら平成 16 年 6 月 に広報委員会からワ
ー キ ン

グを設置 ､
デザイ ン の 検討を行 い ､ 平成 1 7 年 3 月 にデザイ ン を更新 し､ そ の後 ､

4 月 に は個

人情報の保護に関する法律に施行によ っ て ,
ホ

ー ム ペ ー ジ の 一

部を削除
･ 変更等をお こ な い ､

現在 の ホ
ー

ム ペ
ー ジ ( 図- 2) に至 っ て い る｡

ホ
ー

ム ペ
ー ジ のデザ ン に つ い て
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図- 2 現 工学部ホ
ー ム ペ ー ジ

ホ ー ム ペ ー ジ は
､
h t m l 形式で記述されており

､
本文 の ス タイ ル をくs t y l e 〉くf o n t 〉タ グなどで文

字の フ ォ ン ト､ サ イ ズ . 色など指定す るため ､

一

文節毎に指定 しなくて はならない o 義
一

1 で

は ､ 同 じ内容 ペ ー ジ で ､
ス タイ ル シ ー トを使用 した の と使用 して い な い も の例 で ある｡

表- 1 の 例 で は ､
ス タイ ル シ

ー

トを使用 した方が行数多い ､ 実際に は ､ 文節毎 に ス タイ ル を

指定しない分 ､
h t rn l サイ ズ が少なくなる｡ ま た ､

くs t y l e )
-

く/ s t y l e 〉でBfI まれた 部分を外部 フ

ァ イ ル とし て 作成 し､ h t m l か ら参照する こ とがで きる｡

外部 の フ ァ イ ル を参照する こ とに よ っ て ､ 複数 の ホ
ー ム ペ ー ジ の レ イ ア ウ トを統一する こ と

で き ､
ス タイ ル シ

ー

ト の設定を変更するこ と にで ､ す べ て の ホ
ー

ム ペ
ー ジ に反映する事ができ

る
｡
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表- 1 ス タイ ル シ
ー

ト

l
( ( (

√1 rヽ (

q ス ナ イ ルi J- ト t ず 申 しI._
LL 己 ぬ h Tr T 】 可

-
)

- ′日 ソ ノ
ー-Cht r †E.

ぢ 7 . 1 = (d F? し 亡L i 1ー J n tI - ～

I 手EE ホームヘ- i7 の コ ンテ ン ソ 官 JT2 方王とy EBb サー/ ての 空夢 I 芋 亦ホーム へ- iF の コ ン テ ン
.

) 竹野方ラミとw e b サーバ の 空所

折 史.
u1 = H 二 ?

. F ニ ■い i ? 畜 Li r- ど こI ^ 1一汗毎 シ ^ テ L 7 ルー)
れ 丈 竜一J (⊥ ? 切 = I1. ⊥ †宙ーh

r

I 蔀ヨ十 列. け 柑 i J t テム 7 ルーフ)

J&

例 : ス タイ ル シ
-

トを使 用 した場 合の h t m 1〈p〉 〈
p
〉例 : ワ

-

プ ロ ソ フ トで Tlt m 1 形式 に 保 存 した場合 の h t m 1 くp 〉

くh r 〉 くh r〉

くs t y l e t y p e
=

'

t e x t / c s s
-

〉 く
p c l a s s

= W s o N o r m a l a li E rL
=
C e n t e r

EZ= s t y l e
-

'

t e x t- a l i g rL : C e n t e r ; V e r t i c a l- a l i g n : b z, s e l i n e
'

〉くs p a n

. 5 t y l e l l s t y l e
-

ー

f o n t- s i z e : l 6 . O p t ; f o n t- f a m i l y :
'

M S 明 朝

f o rl t- S i z e : 16 p t ;
~

: c o l o r : b l a c k ; l e t t e r- sp a c i rl g : . l p t
'

〉工 学部 ホ ー ム ペ - ジの

f o n t- f a m i l y =
-

M S P 明朝
-

.

-

細明 朝体
~

.

~

コ ン テ ン ツ管 理 方法と v e b サ
ー バ の 更 新く/ s p a n 〉く′p 〉

ヒ ラ ギ ノ 明朝 P r o Y3
~

;
く
p
c l a s s = M s o N o r m a l a l i 印

=
T i g h t

c o l o r : fFO O O O OO ; s t y l e
-

1

t e x t- a l i g n = r i g h t ; y e r ti c a 卜 a l i g n = b a s e li n e
■

〉く5 P a r.

) s t y l e
ニ
ー

f o n 卜 si z e : l l . O pt ; f o n t- f a m i l y =
'

M S 明朝

. s t y l e 2 I
~

; c o l o r : b l a c k
ー

〉薪美 治利 ( 工 学研 究科 . 工 学缶 技術 部 計

f o n t- f aJ ni l y :
'

M S P 明朝
■

,

'

細 明朝体
~

.

I

ヒ ラギ ノ 明 朝 P r o Y 3
'

;

f o n t- s i z e : l l p t :

I
'

.

[ l l [ l l l

I

E =
く′s t y l e 〉

くp a li u t :
-

c e n t e r

-

〉くs p a rl C l a s s
-

一

s t y l e 1
"

〉工 学部 ホーム

ペ - ジの コ ン テ ン ツ管理 方法 と y et' サ - パ の 更 新

く/ s p a n 〉く′p )

くp a l i g れ
-
'

r i g h t
'

c l a s s ニ
ー

s t y l e 2
'

〉薪 美 治 利 ( 工 学研 究

科 一 工 学部 技術 部 計測
. 情報 シ ス テ ム グ ル

-

プく′p 〉

刺
.

情 報 シ ス テ ム グル
-

プ) く′s p a n ) く/ p 〉< p 〉

ス タイ ル シ
ー トを使用 した場合 ス タイ ル シ ー トを使用 しない 場合

外部 フ ァイ ル の参照す る h t m l の 例

く1 i n k r e l =
"

s t y l e s b e e t
"

t y p e
二

"

t e x t/ c s s
"

h r e f =
"

料 * *
. c s s

~

n e d i a
=

"

a l l
〃

〉

ユ
ー

ザ側が使用するブラウザによ っ ては ,
ス タイ ル シ

ー

トの 対応 して い る の も の ( 図- 3) .
して

い な いも の ( 図1 4) があり ､ 対応 して い ない 場合は ､
ブ ラウザの 設定で表示され る｡

ホ ー ム ペ ー ジ デザイ ン の 統
一

感 の あるもの に な っ た｡
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コ ン テ ン ツ の に つ い て

コ ン テ ン ツ 掲載 は ､ 掲載依頼者 ( 工 学部ホ
ー

ム ペ
ー ジ に コ ン テ ン ツ の 掲載を希望する教職 員)

が広報委員会 ( 工学部ホ
ー

ム ペ
ー

ジ に コ ン テ ン ツ の 管理 ･ 運用) に対 し, 掲載依頼を行 い ､ 委員

会は掲載の 承諾を検討する D
コ ン テ ン ツ の 作成

･

管 理などの 作業は ､ 作業担当者が行うe 掲載手

続きは次の 手順に てお こ なわれる

1 . 掲載依煩者 は ､
広報委員会 - 掲載依頓申請 ( コ ン テ ン ツデ

ー

タ添付)

2 . 作業担当者は ､ 手順 1 . の コ ン テ ン ツデ
ー タを ､

テ ス ト版作成に着手

3 . 作業担当者は ､
テ ス ト版を作成終了次第 ､ 依煩者に連絡

4 . 掲載依頓着は ､
テ ス ト版 の 内容確認をお こ ない . 修 正 などの 有無を作業担当者に連絡

5 . 作業担当者は ,
掲載依撰者の 連結内容に よ っ て 以下の 作業を行う

① 修正 などが な い場合

作業担当者は ､

･ 依頼者と広報委員会 に対し , 依締着の 確認され た旨を報告する｡

② 修正 な どが あ っ た場合

連絡を受けた作業担当者は ､ 修 正 作業 を行 い ､ 手順 3 に戻る

広報委員会は ､ 作業着の 報告に対 し ､ 掲載 の 承諸に つ い て の 検討 し､ そ の 結果を掲載

依頼者と ･ 作業担当者に連絡す る

作葉音 は , 掲載の 承認 を得たもの は ､ 更新作業を行 い 公開 した こ とを掲戟依締着と広

報委員会に報告する｡

コ ン テ ン ツ の に つ い て

コ ン テ ン ツ の 作成 ､ 管 理業務は ､
グル ー プ 業務と して 行 っ て お り ､ 作業担当者は年度 ごとに グ

ル
ー

プ内 の メ ン バ
ー

交代 して い る｡ 旧デザイ ン で は ､

一

つ フ ォ ル ダ
ー

に大半 コ ン テ ン ツ の フ ァ イ

ル保存されて い た o 今 回 ､
カ テ ゴ リ毎に フ ォ ル ダ ー 細分化 し . リ ン ク と同様 の 階層形 式で フ ォ ル

ダ
ー

を作成 し ､ 管理 を行う こととした ｡

しか し
､
細分化

･ デザイ ン の 更新に よ っ て 次に あげる問題が生 じた

● 細分化 しすぎて リ ン ク切れ が生じる こ と

● ｢ 更新記録｣ など ､ 中間 コ ン テ ン ツ を作成を

● ホ ー

ム ペ
ー ジ をデザイ ン するあたり .

フ レ
ー

ム を使 わなか っ た た め , 各 コ ン テ ン ツ にサ

イ トメ ニ ュ
ー

を付ける こと

● ユ ー ザ が見た い コ ン テ ン ツ が ､ 階層が 深く ､ 分 か りにく いと こ ろに あ る

これ ら の 問題 に対 し て ､ 今回 ､
w e b サ

ー バ の 更新も予定され て い る の で S S I の 導入 を検討す る

こ とに した
｡

s s I( S e r v e r S i d e l n c l u d e) は 図- 5 に表す ように ､
｢ メ ニ ュ

ー

｣ フ ァ イ ル に ｢ 内容｣ フ ァ イ ル

を挿入する コ マ ン ド〈!-- # i n c l u d e f i l e =
``

t e s t l - c t , h 上m
"

- 〉を書く こ とによ っ て ､
ブ ラ ウザが

その フ ァ イ ル を要求 した ときに
､
サ ー バ 側 で コ マ ン ドを実行 し ､

実行結果をその 場所 に挿入

(I n c l u d e) します D

三一大宇 工手書
･

エ字書t II S iZ r n P rB 砿

実際の ホ ー ム ペ ー ジ

内容 ペ
ー

ジが表

示される

｢ メ ニ ュ
ー

｣
ペ ー ジ

図
-

5 S S I を用 い たホ
ー

ム ペ
ー ジ

工事辞へ ようこそ

I

｢ 内容｣ ペ ー ジ

38



S S I の 利点は ､ 次 にあげる ｡

● メイ ン の h t m l ソ ー ス にサブの h t m l ソ
ー

ス が 一

つ にまとまる

( フ レ
ー

ム などで レイ アウトされ た ペ
ー ジと違い ､

w e b 検索で の検索結果より ､ 閲覧す

ると内容の 部分だけで なく全体が表示される｡ )

● 内容 の ペ
ー ジを､ 各訪問者に対応 したメ ニ ュ

ー ペ ー ジに表示できる ｡

● 作成時には ､
内容 ペ

ー ジを書換 えるだけ､ 引用 して い る ペ
ー ジが 更新でき る｡

c s s と併用 して コ ン テ ン ツ を提供す るの で ､
デザイ ン の 段階で ,

C S S の ス タイ ル の 検討が 必要

になる
｡

w e b サ ー バ に つ い て

旧 w eb サ
ー バ ( ハ

ー ドウ ェ ア : P C/ A T 互 換 ,
o s : T r u b o l i n u x 7 s e r v e r , w e b : a p a c h e l . 3 . 2 7)

で 構成されてお り ､ しか し､ 今年 1 0 月末で ､
デ ィ ス トリ ビ ュ

ー タ ー に よる O S の サポ
ー

ト提供

終了するため ､ 今回 ､
サ ー バ の 更新作業 を行 っ た｡ 表

-

2 に 構成を示す｡

表
-

2 w e b サ ー バ の 構成

ハ
ー

ドウ エ ア D e 1 1 社製 p o w e r E d g e 8 3 0

O S T u r o b o L i n u X 1 0 S e r V e r

H t t p d A p a c h e 2 . 0

今後 の 予定

現在 ､
コ ン テ ン ツ の 更新は ､

ホ ー ム ペ ー ジ 作成 ソ フ ト､ も しく は ,
エ デ ィ タで 作成 して い るが ､

C M S ( C o n t e n t s M a n a g e m e n t S y s t e m ) 等を検討 し､ w e b 上 か ら コ ン テ ン ツ の 更新 できる様に検証

し導入 を図る｡
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